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　本書は、地方公共団体等が災害復旧事業の国庫補助申請書に添付する査定設計書を作成する際に、これ
を簡素、かつ迅速に処理するという観点から、参考資料として活用できるように各復旧条項の範囲内で、
全国で多用されている工法を標準的な条件において取りまとめ例示したものです。

特　　　色

１．2025年版の編集方針 
　① 基本構成は変更せず、主として「適用基準等の改正」に伴う改正を実施
　　　・設計基準　農道（R6.3）	 ・設計基準　ポンプ場（H30.5）
　　　・設計基準　水路工（H26.3）	 ・設計指針　ため池整備（H27.5）
　　　・設計基準　パイプライン（R3.6）	 ・計画基準　農地地すべり防止対策（R4.5）
　　　・設計基準　頭首工（R6.3）	 ・海岸保全施設の技術上の基準・同解説（H30.8）
　② �中でも「頭首工（小規模固定堰）、コンクリート擁壁工（重力式擁壁、ブロック積擁壁）」の標準寸法・

諸元表については、視認性の向上、実際の作業手順を踏まえた構成と現場条件に応じた確実な規格選
定に配慮するなど一部改定

　③ �新たな災害で再度被災する事態が繰り返されないよう、原形復旧とするだけではなく、再度災害の防止・
生産性の向上等に向けた取組（改良復旧）に関する新たな通知を追加

　④ 査定設計書の添付図面等の作成に当たり、デジタル技術を積極的に活用する新たな通知を追加
　⑤ 近年の会計実地検査における指摘事項（不当事項）を設計・施工等における留意事項として追加
　⑥ 写真や参考図を近年の事例に見直し、視認性を良くした理解しやすい編集
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